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平成3年度三軍化学会事業報告

農芸化学新入生歓迎会

第1回役員・評議員会および基金運用委員会

平成3年度総会（三重大学生物資源学部）

第2回役員・評議員会および基金運用委員会

三翠化学第35号発行

第3回役員・評議員会および基金運用委員会

三翠化学第36号発行

三軍化学会平成3年度決算報告

予算　　　　決算　（円）

508，609　　508，609（前納分を含む）

675，000　　　973，000

5，000　　　　　　0

5，000　　12，168（定期解約）

平成3年　4月24日

5月17日

6月2日

8月2日

9月30日

平成4年　2月14日

3月31日

1）収入の部

前年度繰り越し

会費

雑収入

預金利子

1，193，609　1，493，777

（会報35、36号）

（会報発送・会議連絡）

（役員・評議会・総会）

（会報発送アルバイト）

（三翠会三重県支部

連絡協議会）

450，000　　　349，170

300，000　　161，690

150，000　　144，266

95，000　　　77，000

30，000　　　30，000

50，000　　　40，592

118，609　　　21，135（植樹標柱、弔電）

計

2）支出の部

会報印刷費

郵送通信費

会議費

人件費

負担金

事務費

予備費

計　　　　　1，193，609　　823，853

次年度繰り越し　　　　　　　　669，924

差引残高　　　　　　　　　　　　　　　0

平成4年度三軍化学会事業計画（案）

：農芸化学新入生歓迎会

：第1回役員・評議員会および基金運用委員会

：平成4年度総会（榊原温泉　清少納言）

第2回役員・評議員会および基金運用委員会

三翠化学第37号発行

第3回役員・評議員会および基金運用委員会

第4回役員・評議員会および基金運用委員会

三翠化学第38号発行

三軍化学平成4年度予算（案）

前年度実績　　予算（円）

669，924（前納分を含む）

600，000

5，000

5，000

508，609

973．000

0

12，168

平成4年　4月24日

5月8日

5月23日

一24日

8月

9月

11月

平成5年　2月

3月

1）収入の部

前年度繰り越し

会費

雑収入

預金利子

1，493，777　1，279，924

500，000（会報37、38号）

200，000（会報発送・会議連絡）

280，000（役員・評議会・総会）

95，000（会報発送アルバイト）

30，000（三翠化学三重県支部

連絡協議会）

80，000

94，924

349，170

161，690

144，266

77，000

30，000

40，592

21，135

計

2）支出の部

会報印刷費

郵送通信費

会議費

人件費

負担金

事務費

予備費

823，853　1，279，924

669，924　　　　　　　0

平成3年度三軍化学会基金決算報告

収入の部

1，489，831円

234，012

3，121

前年度よりの繰越

定額貯金利息

郵便貯金利息

1，726，964

30，000円

80，000

1，326

30，000

35，123

89，821

計

支出の部

新入生歓迎会

支部活動費

同上送料

こうより補助

総会写真・送付関係費

卒業記念品費

266，270

1，460，694円

計

差引残高

基金管理内容

定額郵便貯金　20万円×6　1，200，000円

郵便貯金　　　　　　　　　　　260，694円
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”畿詰－十一－∵新
緑
の
榊
原
温
泉
に
て

盛
大
に
開
催
〃
‥

東
海
支
部
、
三
重
県
支
部
総
会
も

平
成
四
年
度
三
翠
化
学
会
総
会

が
、
去
る
5
月
2
3
日
㊥
2
4
日
㈲
に
、

新
緑
の
美
し
い
榊
原
温
泉
　
清
少
納

言
で
開
催
さ
れ
た
。

久
し
振
り
に
一
泊
し
て
の
総
会
、

懇
親
会
で
あ
り
寛
い
だ
雰
囲
気
の
中

で
各
行
事
が
行
わ
れ
た
。
恩
師
の
赤

木
盛
郎
先
生
、
熊
澤
喜
三
郎
先
生
、

稲
垣
　
穣
先
生
に
も
御
臨
席
賜
わ

り
、
参
加
者
は
5
4
名
で
あ
っ
た
。

渡
辺
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
今
井

滋
氏
（
大
9
回
）
の
司
会
で
、
議
長

に
松
田
英
治
氏
（
専
1
）
、
議
事
録

著
名
人
に
田
中
　
実
氏
（
大
2
0
）
を

選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

議
題
と
し
て
は
、
ま
ず
平
成
三
年

度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
が
、

西
川
幹
事
（
大
2
0
）
よ
り
、
監
査
報

告
が
薮
本
監
事
（
大
4
）
よ
り
な
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
平
成
三

年
度
基
金
の
運
用
に
つ
い
て
、
小
畑

（
大
1
5
）
よ
り
報
告
が
、
同
監
査
報

告
が
薮
本
監
事
よ
り
な
さ
れ
、
こ
れ

も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に

続
い
て
平
成
四
年
度
事
業
計
画
案
、

予
算
案
が
、
西
川
幹
事
よ
り
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。
最
後
に
、
第
三
十
八
回

評
議
員
と
し
て
上
田
　
聡
氏
に
代
っ

て
中
川
　
仁
氏
が
、
又
今
年
春
卒
業

の
新
生
、
生
物
資
源
学
部
一
回
の
評

議
員
と
し
て
菊
地
　
覚
氏
が
渡
辺
会

長
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
無
事
本
年
度
総

会
が
終
了
し
た
。

引
続
い
て
東
海
支
部
総
会
が
、
今

井
氏
の
司
会
の
も
と
で
松
田
氏
を
改

め
て
議
長
に
選
出
し
、
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
別
府
　
宏
支
部
長
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
支
部
役
員
の
選
出
（
全
員
留

任
）
が
行
わ
れ
て
、
本
支
部
総
会
も

滞
り
な
く
終
了
し
た
。

さ
ら
に
三
重
県
支
部
総
会
が
、
今

井
氏
の
司
会
に
よ
り
行
わ
れ
、
佐
々

木
支
部
長
よ
り
挨
拶
と
会
務
報
告
が

行
わ
れ
た
。

各
総
会
が
予
定
通
り
終
了
し
、
懇

親
会
開
始
ま
で
の
時
間
、
三
々
五
々

温
泉
に
つ
か
り
ゆ
っ
く
り
汗
を
流
し

た
あ
と
、
ゆ
か
た
に
着
替
え
、
大
広

間
で
懇
親
会
に
入
っ
た
。

懇
親
会
の
司
会
も
、
総
会
に
引
続

い
て
今
井
　
滋
に
お
願
い
し
た
。
ま

ず
会
長
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
と
し
て

御
臨
席
頂
い
た
赤
木
名
誉
教
授
、
熊

澤
名
誉
教
授
、
な
ら
び
に
現
酸
教
官

の
稲
垣
先
生
に
御
挨
拶
頂
き
、
別
府

東
海
支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
」
、
歓

談
に
入
っ
た
。

一
泊
で
の
懇
親
会
で
あ
り
、
出
席

者
は
大
半
が
ゆ
か
た
が
け
の
寛
い
だ

姿
で
、
な
ご
や
か
に
会
は
進
行
し
た
。

特
に
大
十
一
一
回
、
大
十
六
回
、
夫
二

十
五
回
は
ク
ラ
ス
会
が
持
た
れ
た
た

め
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
大
勢
集
っ
て

話
に
花
が
咲
い
た
。
皮
切
り
に
庄
山

孝
義
氏
が
詩
吟
を
ご
披
露
頂
き
、
そ

れ
に
続
い
て
カ
ラ
オ
ケ
で
美
声
が
響

い
て
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

会
を
設
営
頂
い
た
三
重
県
支
部
の
ざ

ら
い
で
六
名
の
美
女
を
お
呼
び
頂
い

た
の
も
会
の
盛
り
上
が
り
に
大
い
に

貢
献
し
た
。

予
定
の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
宴

も
最
高
に
盛
り
上
っ
た
所
で
、
恒
例

の
三
翠
応
援
歌
が
、
若
い
二
十
五
回

生
の
面
々
の
リ
ー
ド
で
声
高
ら
か
に

歌
わ
れ
た
。

締
め
括
り
は
松
村
関
西
支
部
長
の

音
頭
で
万
才
を
三
唱
し
、
会
は
お
開

き
と
な
っ
た
。

本
年
度
総
会
は
女
性
と
若
手
に
活

躍
願
お
う
と
の
意
図
で
計
画
さ
れ
、

会
の
開
催
を
知
ら
せ
る
会
報
第
三
十

六
号
で
は
女
性
、
若
手
会
員
の
つ
ど

い
と
銘
打
た
れ
た
が
、
役
員
諸
氏
の

御
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
頂

い
た
女
性
は
四
名
、
三
十
回
以
降
の

若
手
会
員
は
○
で
あ
っ
た
。
会
の
未

永
い
発
展
の
た
め
に
、
さ
ら
に
努
力

の
必
要
な
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。

夜
は
、
ク
ラ
ス
会
の
持
た
れ
た
ク

ラ
ス
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
室
で
、

懇
親
会
を
盛
り
上
げ
た
美
女
を
交
え

て
二
次
会
が
持
た
れ
、
夜
遅
く
ま
で

歓
談
が
続
い
た
。
又
そ
の
他
の
部
屋

で
も
、
静
か
に
語
ら
い
が
持
た
れ
た

り
、
件
の
美
女
と
お
酒
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
り
し
た
。

翌
2
4
日
㈲
に
は
ク
ラ
ス
会
の
続
き

で
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
に
出
る
大
1
2
回
、

所
用
で
急
い
で
帰
ら
れ
る
方
々
と
玄

関
前
で
お
別
れ
し
、
6
台
の
車
に
分

乗
し
て
ツ
ツ
ジ
の
美
し
い
青
山
高
原

へ
と
向
っ
た
。
当
日
は
青
山
高
原
道

路
一
帯
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ

て
お
り
、
ツ
ツ
ジ
と
新
緑
を
楽
し
み

元
気
を
人
々
の
目
映
感
じ
な
が
ら

の
、
さ
わ
や
か
を
一
時
で
あ
っ
た
。

マ
ラ
ソ
ン
出
走
前
に
青
山
高
原
を
後

に
し
、
急
い
で
帰
ら
れ
る
方
々
と
お

別
れ
し
て
、
一
行
は
次
の
目
的
地
赤

目
四
十
八
滝
へ
と
向
っ
た
。
赤
目
も

新
緑
に
包
ま
れ
て
家
族
づ
れ
や
若
い

二
人
組
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
全
員
で

昼
食
を
食
べ
、
一
杯
の
ビ
ー
ル
を
楽

し
み
、
次
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し

た。
今
回
の
行
事
は
、
全
て
三
重
県
支

部
の
企
画
の
下
に
行
わ
れ
、
大
変
楽

し
く
、
又
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
佐
々
木
支
部
長
様
始
め
、

関
係
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
　
（
小
畑
　
大
1
5
記
）
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二期工事分はいつ？
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生物資源学部新校舎完成予想写真！？

特殊撮影‥田口　寛

修士論文テーマ

［土壌学・植物栄養学研究室］
植物培養細胞における亜鉛の生理作用に関する研究－特にタンバク

質合成との関連について－

水田土壌－植物系におけるメタンガス放出の制御に関する研究－

［農産物利用学研究室］
にほしの加熱処理により生成する抗酸化性物質について

蚕桶の休眠ホルモン－分析・精製・単離－

［栄養化学研究室］
ゼイン（zein）由来の生理活性ペプチドに関する研究

アコヤガイ（Pinctadahcata）殻体真珠層を構成する不溶性タンパク

質の構造に関する研究

小麦フスマタンパク質の化学的諸性質について

［食品化学研究室］

シゾフイラン分子の解離・会合性の応用研究

［生物化学研究室］

骨髄性白血病細胞K562におけるl－グロビン遺伝子の発現に関する研
究

ニコチンアミド結合タンパク質に関する研究

骨髄性白血病細胞K562細胞内イオンに及ぼす酪酸ナトリウムの影響
に関する研究

［生理活性化学研究室］

還元糖によるヌクレオシドの化学修飾に関する研究

合成サイトカイニンの植物体内における動的な挙動に関する研究

バクテリオファージ¢X174レセプター糖鎖：ガラクトース含有二糖、

三糖、四糖の合成およびその生物活性に関する研究

［応用微生物学研究室］
Iheudmnasc¢aciaのコレステロールオキシダーゼ遺伝子のクローニ

ング・構造決定及び生成酵素の性質の検討

ClostridiumthcmocellumF－1株のキシラナーゼ遺伝子（砂総）の構造

解析と大腸菌で発現したキシラナーゼの性質

Cloningofthe均mFGeneEneodingCelloxylanasefrom Clostridiumster－

iorariumF－9inEscherichiacoliandthePropertiesoftheTranslated

Product

ClostridiumsterCOnriumF－9株のキシロシダーゼ遺伝子（砂A）の構

造解析と大腸菌で発現したキシロシダーゼの性質

戸　田　　　務

村　松　康　彦

上　野　裕　三

中　澤　良　隆

藤　原　正　也

須　藤　　　秀

金　子　学　司

宮　本　佳　典

上　田　　　聡

櫛　田　弘　幸

西　藤　泰　昌

伊　藤　一　樹

竹　田　博　之

小　島　久　毅

中　川　　　仁

服　部　　　隆

福　村　正　之

吉　川　和　宏
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平成3年度農芸化学コース（学部）卒業論文及び農芸化学講座、生物機能利用学講座（大
学院）修士論文テーマ

平成3年度は44名の学部卒業生と、18名の大学院修了生を送り出しました。彼らの行いま
した卒業論文及び修士論文のテーマをお知らせします。

卒業論文テーマ

［土壌学・植物栄養学研究室］

高吸水性ポリマーを主体とした植物培地の検討

湛水直後の水田土壌におけるN20の放出

好気性光合成細菌の分布

淡水性藻類の増殖支配要因の検討および大量培養

Cd耐性を異にする植物の根と葉におけるSH化合物の生成

Cd処理が植物の無機元素吸収に及ぼす影響

［農産物利用学研究室］
タケノコ皮部からの脂質成分および抗酸化性成分の検索

過酸化脂質と環状炭化水素化合物の光反応とその生理活性

X線照射によるイネ胚乳突然変異体の登熟過程における精成分の消長

イネ旺乳成分に関する遺伝子の発現と制御

カイヅカイブキ葉に含まれる植物生育阻害物質の単離・構造解析

蚕休眠ホルモン及び誘導体の化学合成

［栄養化学研究室］

ラット肝細胞初代培養について

グレートノーザン種子α－アミラーゼ・インヒビターに関する研究

インゲン豆（Phaseoluasvulgariscv．GreatNorthern）のα一アミラーゼ・

インヒビターの諸性質に関する免疫学的検討

フェザーミールの嗜好性および栄養価に関する研究

魚肉タンパク質のラット脂質代謝に及ぼす影響

ウサギとラットの脂質代謝二及書す加齢の影響

［食品化学研究室］
ヒアルロン酸誘導体と分子量変化

TalalOmyCeSluteusの培養液から．3－1．6グルカン調製法の検討

部分的脱アセチル化キチン（PDAC－35）の利用

バニリン類縁体のCD包接化

セレンテラジンアナログの化学発光反応機構の解明

プロドラッグの発展を目指した新規カーボネート体合成系の開発

サイクロデキストリン結合型多糖の作成と応用

［生物化学研究室］
ニコチンアミド結合タンパク質のラットにおける臓器間及び肝細胞内

の分布について

ホマリンの生合成経路の検討

Bacillussubtilisのdeoxythymidinemonophosphatekinaseに及ぼす

5－aZaCytidineの影響について

シンコメロン酸のダイコン幼植物に対する生長促進作用とインドール

酢酸との関係について

音波がダイコン幼植物の生長に及ぼす影響について

ニコチン酸関連化合物によるアオウキクサの開花誘導について－

NAD代謝との関連－

エンドウ種子におけるVitaminB12の検討

［生理活性化学研究室］
ピリド［2，3－d］ピー）ミジン類の合成と抗サイトカイニン活性に関す

る研究

バクテリオファージ¢Ⅹ174のレセプターの単離、精製、および生物活

性について

バクテリオファージ¢Ⅹ174レセプター糖鎖：ガラクトビオース含有三

糖モデルの立体配座に関する研究

生理的条件下における還元糖によるヌクレオシドの化学修飾に関する

研究

生理的条件下におけるマルトオリゴ糖の活性酸素生成能の検出

［応用微生物学研究室］
エンドグルカナーゼC遺伝子の塩基置換による人工突然変異

ClostridiumthermocellumF－1株のキシラナーゼ遺伝子（砂riT）の構造

解析

Ruminococcusalbus由来のプラスミドの単離と大腸菌へのクローニン

グ

エレクトロポレーション法による遺伝子のBacillussubtilisでの発現

遺伝子工学により生産したキシラナーゼの特殊条件下における酵素反
応－高温・有機溶媒・強アルが）性－

強酸性（pHl．0）で生育する青カどの耐酸性キシラナーゼ生産と酵素
の性質

キチン分解嫌気性菌の単離と培養と同定

清　水　加奈子

西　辻　耕　治

福　井　又佳子

水　谷　有日子

長　岡　敏　之

梅　下　律　子

貝　谷　康　治

佐　藤　篤　行

佐　合　美　紀

吉　田　芳　江

田　中　里　織

高　木　健一郎

金　市　浩　二

宮　城　智　子

原　　　まゆみ

河　野　昭　宏

山　崎　真　一

左
端
の
7
階
建
て
の
大
き
な
ビ
ル

が
そ
れ
。
そ
の
右
は
、
以
前
か
ら
あ

る
旧
農
学
部
の
三
号
館
と
二
号
館
。

一
期
工
事
は
、
平
成
2
年
9
月
2
0
日

に
完
成
し
、
旧
農
学
部
校
舎
の
三
号

館
に
あ
っ
た
研
究
室
と
旧
水
産
学
部

の
す
べ
て
が
、
す
で
に
こ
の
新
校
舎

に
入
っ
て
い
ま
す
。
次
の
二
期
工
事

（
一
期
工
事
の
と
対
称
的
に
そ
の
右

側
に
接
し
て
で
き
る
予
定
）
が
完
成

す
れ
ば
、
我
が
農
芸
化
学
な
ど
旧
農

学
部
校
舎
の
一
号
館
と
二
号
館
に
現

在
ま
で
ず
っ
と
い
る
す
べ
て
の
研
究

室
が
移
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
諸
般
の
事
情
で
予
定
が
遅

れ
に
遅
れ
、
少
な
く
と
も
あ
と
2
～

3
年
は
無
理
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
な
お
、
最
終
的
に
は
、
旧
農
学

部
校
舎
は
全
部
取
り
壊
さ
れ
て
、
跡

地
は
緑
地
帯
（
憩
い
の
場
）
と
な
る

構
想
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
こ
と
の
ほ
か
き
び
し
い
暑

さ
の
夏
で
し
た
が
、
私
が
教
え
て
い

る
短
大
の
軟
庭
部
夏
期
合
宿
に
誘
わ

れ
る
ま
ま
志
摩
ま
で
足
を
延
ば
し
て

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
九
年
前
に
心

臓
を
患
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
は
、
テ

ニ
ス
の
誘
惑
を
じ
っ
と
我
慢
し
て
自

重
し
て
き
た
だ
け
に
、
清
水
の
舞
台

か
ら
跳
び
下
り
る
よ
う
な
思
い
の
決

行
で
し
た
。
若
い
娘
達
を
相
手
に
久

し
ぶ
り
に
コ
ー
ト
で
汗
を
流
し
、
身

も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
思
い
で

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
い
え
ば
も
う
一

つ
あ
り
ま
す
。
東
海
学
士
会
主
催
の

第
0
0
回
寮
歌
祭
に
は
じ
め
て
顔
を
出

し
た
こ
と
で
す
。
昔
な
が
ら
の
白
線

帽
、
朴
歯
の
高
下
駄
、
そ
し
て
紋
付

羽
織
に
袴
の
応
援
団
ス
タ
イ
ル
が
う

よ
う
よ
の
会
場
に
入
っ
た
途
端
、
私

自
身
も
忽
ち
に
し
て
5
0
年
前
の
若
き

日
に
引
き
戻
さ
れ
て
し
ま
い
、
皆
と

一
緒
に
肩
を
組
ん
で
懐
か
し
の
寮
歌

を
高
唱
し
、
青
春
へ
の
回
帰
の
ひ
と

時
に
酔
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
来

年
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
あ
こ
ん
な
調
子
で
至
極
元
気
に

過
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
以

上
簡
単
に
近
況
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
最
後
に
三
翠
化
学
会
の
皆
さ
ん

方
の
一
層
の
御
活
躍
と
御
多
幸
を
お

祈
り
し
て
潤
筆
し
ま
す
。

子
和
二
　
子
保
司

晶

義

裕

圭

美

研

辻

門

田

島

岡

来

中

上

中

川

山

宝

司

子

子

勇

子

雄

浩
直
智
　
　
敬
信

井

田

原

田

谷

受

酒

浜

塩

西

葛

毛

人
千
　
　
春
誠
愛
奈

政
直
　
政
　
　
　
美

元

坂

　

村

中

ロ

原

秋

上

　

武

田

谷

福

岡

田

田

村

野

切

野

西

窪

冨

植

薮

茅

早

補
党

政京
地

右
菊
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（
大
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3
）

今
年
も
4
月
と
な
り
、
新
入
社
員

8
人
が
研
究
部
に
や
っ
て
き
た
。
今

年
も
私
の
所
属
す
る
係
に
配
属
さ
れ

る
新
人
の
1
名
の
教
育
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
不
幸
に
も
私
の
教

育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
女

性
の
S
さ
ん
で
あ
る
。
性
格
が
明
る

く
、
大
変
ノ
ー
テ
ン
キ
な
の
で
、
あ

ま
り
気
を
使
わ
な
く
て
よ
さ
そ
う

だ。
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
、
器
具
の

使
用
方
法
と
製
品
の
喜
重
か
ら
…
：

彼
女
は
実
験
の
基
本
を
き
ち
ん
と
わ

き
ま
え
て
い
る
上
に
、
定
量
の
精
度

が
非
常
に
よ
い
。
実
験
の
腕
は
確
か

で
あ
る
。
あ
ま
り
う
る
さ
く
言
う
必

要
も
な
さ
そ
う
だ
。
い
い
人
に
あ
た

っ
た
も
の
だ
。

薬
事
法
の
説
明
、
彼
女
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
簡
単
を
助
言
と
仕
事
の

手
伝
い
な
ど
を
し
な
が
ら
約
三
ケ
月

が
過
ぎ
た
。

そ
し
て
7
月
0
0
日
、
こ
の
日
は
昼

す
ぎ
か
ら
S
さ
ん
の
サ
ン
プ
ル
品
の

調
製
を
手
伝
っ
て
い
て
、
リ
ボ
ン
ミ

キ
サ
ー
と
呼
ぶ
機
械
で
粉
体
を
混
合

し
て
い
た
（
こ
の
機
械
は
、
金
属
製

の
ホ
ッ
パ
ー
の
中
で
二
枚
の
羽
根
が

回
転
し
、
粉
体
を
か
く
は
ん
・
混
合

す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
）
。
粉
体

の
混
ざ
り
具
合
を
み
る
た
め
に
、
う

か
っ
に
も
（
と
そ
の
時
は
思
わ
な
か

っ
た
）
羽
根
が
回
転
し
て
い
る
そ
の

中
に
手
を
入
れ
て
粉
体
を
す
く
お
う

と
し
た
。
羽
根
が
一
回
転
す
る
の
に

約
二
秒
か
か
る
の
で
、
そ
の
す
き
に

い
つ
も
の
よ
う
に
（
と
い
う
こ
と
は

毎
度
危
険
な
こ
と
を
し
て
い
た
こ
と

に
を
る
）
粉
を
す
く
い
出
せ
る
と
思

っ
た
。
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
誤
り
、

「
あ
っ
⊥
と
思
っ
た
と
き
は
も
う

遅
か
っ
た
。
ガ
リ
ガ
リ
と
音
が
し
て
、

手
を
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
羽

根
が
二
回
転
し
た
と
こ
ろ
で
S
さ
ん

が
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
く
れ
た
。
顔

面
蒼
白
に
な
っ
た
彼
女
の
表
情
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
S
さ
ん
の
知

ら
せ
を
聞
い
て
研
究
部
の
人
た
ち
数

名
が
駆
け
つ
け
た
が
、
誰
も
機
械
か

ら
手
を
は
ず
す
方
法
が
わ
か
ら
な

い
。
親
指
の
先
が
猛
烈
に
痛
い
が
、

手
は
粉
の
中
に
完
全
に
埋
も
れ
て
い

て
、
ど
の
よ
う
な
状
態
か
全
く
わ
か

ら
な
い
。
待
つ
こ
と
五
分
、
工
場
の

T
係
長
が
駆
け
つ
け
、
モ
ー
タ
ー
を

手
で
逆
転
さ
せ
、
手
を
は
ず
し
て
く

れた。粉
の
中
か
ら
現
れ
た
手
を
見
て
愕

然
と
し
た
。
親
指
の
腹
が
大
き
く
裂

け
、
爪
が
完
全
に
な
く
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
人
差
し
指
が
付
け
根
か
ら

ち
ぎ
れ
か
か
っ
て
い
た
。
「
指
が
一

本
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
…
⊥

す
ぐ
に
救
急
車
で
病
院
に
行
き
、
緊

急
手
術
を
受
け
た
。
約
三
十
分
後
、

「
終
わ
っ
た
よ
」
と
院
長
か
ら
い
わ

れ
て
お
そ
る
お
そ
る
手
を
見
た
。
縫

合
部
の
糸
が
痛
々
し
い
（
約
二
十
針

ほ
ど
縫
っ
た
）
が
、
人
差
し
指
は
き

ち
ん
と
残
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
！

骨
は
人
差
し
指
の
脱
き
ゅ
う
と
親
指

に
軽
く
ヒ
ビ
が
入
っ
た
程
度
で
、
複

雑
骨
折
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
、

全
く
幸
運
と
し
か
い
い
よ
う
が
な

い
。
や
れ
や
れ
一
安
心
と
思
っ
た
そ

の
と
た
ん
、
即
刻
入
院
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
の
入
院
生
活
が

始
ま
っ
た
。
や
り
残
し
た
仕
事
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
ど
う
な
る
の
か
な
。

な
ど
と
最
初
の
う
ち
は
考
え
：
心
配

し
て
い
た
が
、
「
い
ま
さ
ら
じ
た
ば

た
し
て
も
仕
方
が
な
い
。
昼
寝
も
で

き
る
し
、
長
期
休
暇
を
も
ら
っ
た
と

思
っ
て
の
ん
び
り
す
る
か
」
と
ず
う

ず
う
し
く
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
し

か
し
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
の
は
何

と
退
屈
を
こ
と
よ
！
　
回
診
・
体
温

測
定
・
点
滴
だ
け
の
単
調
を
毎
日
で

あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
数
少
な
い
楽

し
み
は
、
夕
方
来
て
く
れ
る
見
舞
い

の
お
客
さ
ん
と
会
う
こ
と
だ
っ
た
。

開
発
室
の
取
締
役
、
上
司
、
同
僚
、

他
の
係
や
工
場
の
人
た
ち
、
は
て
は

労
組
幹
部
ま
で
が
お
見
舞
い
に
や
っ

て
来
た
。
7
0
人
も
の
人
が
数
人
ず
つ
、

毎
日
や
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
、
同
室

の
患
者
さ
ん
に
、
か
な
り
の
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は
と
恐
縮
し

て
い
る
。

右
手
を
使
え
な
い
の
で
、
入
院
中

は
食
事
・
ト
イ
レ
・
そ
の
他
何
か
を

す
る
と
き
に
大
変
不
自
由
を
思
い
を

し
た
。
左
手
で
字
を
書
く
練
習
も
し

た
が
、
ど
う
し
て
も
う
ま
く
書
け
ず
、

同
窓
会
名
簿
作
成
用
の
ハ
ガ
キ
の
記

入
で
は
、
後
輩
の
M
さ
ん
の
手
を
わ

ず
ら
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

結
局
2
5
日
間
入
院
し
、
8
月
2
3
日

に
よ
う
や
く
退
院
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
傷
口
が
ふ
さ
が
っ
た
だ
け
で
、

親
指
と
人
差
し
指
は
ほ
と
ん
ど
曲
ら

な
い
。
現
在
も
毎
日
通
院
を
続
け
て

い
る
。
完
全
に
治
る
に
は
ま
だ
か
な

り
の
時
間
が
か
か
る
そ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
傷
あ
と
が
残
っ
て
い
る
と
は

い
え
、
右
手
の
形
は
元
ど
お
り
に
よ

み
が
え
っ
た
。
も
し
、
あ
の
時
ス
イ

ッ
チ
を
切
る
の
が
遅
れ
て
い
た
ら
、

人
差
し
指
は
完
全
に
切
断
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
今
に
な

っ
て
そ
う
思
う
と
ゾ
ツ
と
す
る
。
機

械
を
止
め
て
く
れ
た
S
さ
ん
と
、
機

械
か
ら
手
を
は
ず
し
て
く
れ
た
T
係

長
に
は
今
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。

今
回
は
、
「
機
械
に
手
を
入
れ
る

時
は
電
気
を
止
め
る
」
と
い
う
基
本

を
守
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
思
わ
ぬ

大
事
故
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
皆
さ

ん
も
、
「
基
本
的
な
こ
と
ぐ
ら
い
わ

か
っ
て
い
る
…
」
を
ど
と
た
か
を

く
く
ら
ず
に
、
機
械
の
操
作
や
実
験

時
に
は
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
基
本

を
き
ち
ん
と
守
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
（
小
林
製
薬
株
式
会
社
勤
務
）

去
年
の
今
頃
望
ま
れ
て
：
廿

の
就
職
と
い
う
選
択
を
し
、
何
か
し

ら
不
安
で
、
そ
の
こ
と
を
両
手
を
挙

げ
て
喜
ぶ
気
分
に
な
れ
な
い
で
い
ま

し
た
。
私
は
学
生
生
活
を
心
の
底
か

ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
勉
強
で
あ

れ
、
遊
び
で
あ
れ
、
自
分
の
好
き
な

こ
と
を
し
、
嫌
い
な
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
し
な
い
、
そ
ん
な
気
分
で
過
し
て

来
た
私
に
と
っ
て
一
つ
の
会
社
を
選

ぶ
の
は
結
構
難
し
い
こ
と
で
し
た
。

「
楽
し
い
だ
け
の
仕
事
な
ん
て
そ
う

そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
L
 
I
そ

れ
が
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
い
甘
え

た
人
間
た
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
新
聞
で
こ
ん
な
記
事
を

見
付
け
ま
し
た
。
「
縁
あ
っ
て
入
社

し
た
以
上
は
、
不
満
が
あ
ろ
う
と
〝
袖

振
り
合
う
〟
努
力
が
必
要
だ
。
」
ま

デ
ー
ク
ー
か
ら
よ
り
的
確
を
指
示
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
入

荷
さ
れ
る
原
料
の
分
析
、
製
品
の
内

容
量
検
査
、
ボ
イ
ラ
ー
水
、
排
水
の

分
析
な
ど
時
間
内
に
よ
り
効
率
的
に

仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
叉
、
新
商
品
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
う
会
議
も
あ
り
、
ス
ー

パ
ー
へ
行
く
と
自
社
、
他
社
を
問
わ

ず
思
わ
ず
商
品
を
手
に
と
っ
て
ジ
ツ

と
見
る
こ
と
が
癖
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
常
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
霊
ボ
ー

ル
ペ
ン
と
計
算
機
、
そ
し
て
汗
を
ふ

く
タ
オ
ル
と
思
い
描
い
て
い
た
以
上

に
肉
体
的
を
仕
事
で
す
が
、
何
千
リ

ッ
ト
ル
も
の
ソ
ー
ス
を
炊
き
上
げ
る

過
程
に
自
分
も
加
わ
る
こ
と
が
で
き

た
り
、
力
い
っ
ぱ
い
体
を
動
か
し
て

働
く
気
持
ち
良
さ
を
味
わ
う
二
・
と
も

〟
三
重
の
酒
〟
め
ぐ
り
①

神
路
山
の
「
鉾
杉
」

河
　
合
　
美
登
利
　
（
大
3
）

「
鉾
杉
」
酒
蔵
の
位
置
す
る
所

は
、
三
重
県
南
部
櫛
田
川
と
宮
川
に

挟
ま
れ
た
多
気
郡
多
気
町
一
旧
佐
奈

村
）
に
あ
る
。
古
来
よ
り
熊
野
路
紀

州
路
の
交
通
要
路
と
十
て
ー
栄
え
、
古

事
記
に
も
「
佐
奈
の
懸
」
と
言
う

地
名
が
載
っ
て
お
り
、
奈
良
朝
初
期

に
は
辞
役
所
も
置
か
れ
て
い
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
酒
屋
と
し
て
の

創
業
は
、
安
政
四
年
二
代
目
河
合
武

人
が
酒
造
り
を
始
め
、
屋
号
「
河

武
」
で
造
り
酒
屋
を
営
み
昭
和
2
8
年

株
式
会
社
組
織
に
改
組
さ
れ
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

創
業
時
は
屋
号
、
地
名
、
又
酒
に

因
ん
だ
色
々
の
酒
銘
が
あ
っ
た
か
現

在
の
酒
銘
の
「
鉾
杉
」
は
伊
勢
神

宮
の
神
苑
・
神
路
山
に
吃
立
す
る
杉

が
鋳
型
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
桶
、

樽
、
道
具
等
に
杉
の
木
が
多
く
使
わ

れ
た
事
に
因
ん
で
昭
和
初
年
に
命
名

し
た
も
の
で
あ
る
。
「
花
の
宴
」

と
い
う
名
称
も
併
せ
持
つ
が
、
地
酒

は
「
鉾
杉
」
と
親
し
ま
れ
て
代
表
銘

柄
と
し
て
い
る
。
醸
造
に
最
も
重
要

な
水
は
、
昔
、
仏
法
大
師
が
行
脚
の

折
、
老
婆
に
湧
水
位
置
を
教
え
た
と

伝
え
ら
れ
る
「
二
つ
井
」
と
い
わ
れ

る
良
水
が
出
た
近
隣
で
あ
り
、
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
っ
た
が
、
近
年
の
開

発
に
伴
う
地
下
水
の
低
下
が
一
番
頭

を
悩
ま
す
事
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

酒
を
造
る
の
は
人
で
あ
り
、
「
正

直
に
酒
を
造
れ
、
白
か
ら
酒
造
り
を

知
れ
」
と
の
教
え
の
様
に
大
手
メ
ー

カ
ー
の
出
来
な
い
「
手
造
り
」
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
て
人
々
に
親
し
ん
で
戴

け
る
酒
造
り
に
清
進
し
て
い
る
。
特

に
、
近
年
の
消
費
者
嗜
好
の
変
化
に

対
応
出
来
る
よ
う
、
態
勢
を
整
え
、

山
田
錦
や
五
百
万
石
等
の
酒
造
好
適

米
の
確
保
に
県
酒
造
組
合
と
も
ど
も

努
力
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成

3
、
4
年
と
国
税
庁
主
催
全
国
新
酒

鑑
評
会
に
連
続
金
賞
を
受
賞
す
る
事

が
出
来
、
今
後
も
続
い
て
入
賞
す
る

事
を
目
標
と
し
て
、
良
い
米
と
良
い

水
に
よ
る
手
造
り
を
基
本
と
し
て
、

美
し
い
酒
、
百
薬
の
長
と
言
わ
れ
る

に
応
し
い
酒
を
造
る
努
力
を
続
け

て
、
民
族
の
持
っ
た
伝
統
の
日
本
酒

を
守
っ
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い

る。

だ
何
も
始
ま
っ
て
い
な
い
う
ち
か
ら

悩
む
よ
り
も
、
ま
ず
は
こ
れ
か
ら
与

え
ら
れ
る
仕
事
を
自
分
の
で
き
る
限

り
で
こ
な
し
て
い
く
こ
と
の
方
が
大

切
に
思
え
ま
し
た
。

現
在
私
は
品
質
企
画
管
理
部
に
所

属
し
、
ソ
ー
ス
や
た
れ
、
飲
料
の
製

造
か
ら
充
填
さ
れ
製
品
に
な
る
ま
で

の
品
質
管
理
を
仕
事
と
し
て
い
ま

す
。
各
段
階
の
サ
ン
プ
ル
を
製
造
か

ら
運
び
、
そ
の
成
分
濃
度
を
分
析
し

基
準
に
合
う
よ
う
修
正
を
出
し
た

り
、
製
品
の
経
時
変
化
分
析
、
微
生

物
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
品

質
管
理
と
い
う
仕
事
は
、
同
じ
作
業

の
繰
り
返
し
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
の
作
業
の
中
に
も
、

直
接
製
造
に
携
わ
る
場
合
に
は
、
何

か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
れ
ば
、
過
去
の

で
き
ま
す
。
内
心
「
厳
し
い
ナ
」
と

感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
世
代
の
仲
間
が
真
夏
、
釜
の

前
で
汗
を
流
し
な
が
ら
働
い
て
い
る

姿
や
、
「
あ
ー
、
身
を
粉
に
し
て
働

い
て
み
え
る
ん
だ
」
と
感
じ
た
瞬
間

何
て
人
間
に
と
っ
て
確
か
を
強
さ
が

あ
る
ん
だ
ろ
う
と
感
動
し
ま
し
た
（
）

仕
事
を
離
れ
れ
ば
、
夜
は
趣
味
の
こ

と
を
し
て
過
ご
し
た
り
（
も
ち
ろ
ん

泥
の
よ
う
に
眠
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）
、
休
日
は
外
に
で
か
け
て
思
い

切
り
気
分
転
換
し
た
り
と
、
親
元
で

す
っ
か
り
く
つ
ろ
い
で
い
る
感
じ
で

す
が
、
一
方
で
「
出
て
ゆ
け
」
と
言

わ
れ
た
ら
「
出
て
ゆ
き
ま
す
」
と
言

え
る
く
ら
い
の
力
を
身
に
付
け
た
い

と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

先
般
、
N
H
K
の
放
送
で
「
昭
和

の
老
人
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
は
来
年
5
月
で
満
6
5
才
と
な

り
、
つ
い
に
老
人
の
仲
間
に
入
る
年

と
な
り
ま
す
。

顧
み
れ
ば
、
昭
和
2
4
年
3
月
希
望

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
卒
業
し
ま
し

た
が
、
現
在
の
よ
う
な
平
和
で
豊
か

な
も
の
で
な
く
戦
後
の
苦
し
い
時
代

で
あ
り
、
就
職
も
思
い
ど
お
り
に
な

ら
ず
厳
し
い
時
で
し
た
。

私
が
最
初
に
勤
務
し
た
の
は
、
三

重
県
製
粉
製
麺
工
業
協
同
組
合
で
し

た
が
、
こ
こ
に
は
年
末
ま
で
の
僅
か

九
ケ
月
で
退
職
し
ま
し
た
。
2
5
年
1

月
農
科
の
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
農
林
省

三
重
食
糧
事
務
所
に
入
所
し
、
3
8
年

5
月
ま
で
約
1
3
年
間
在
職
し
ま
し

た。

3
8
年
5
月
地
方
農
政
局
が
設
置
さ

れ
、
東
海
農
政
局
に
6
月
1
日
付
で

出
向
し
農
政
に
取
組
み
以
来
名
古

屋
、
熊
本
、
岡
山
、
東
京
と
転
勤
し

5
3
年
7
月
に
農
林
水
産
省
を
退
職
し

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫

東
海
支
店
へ
第
二
の
人
生
と
し
て
就

職
し
、
6
3
年
5
月
末
を
も
っ
て
0
0
才

走
年
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
現
在
は
、
某
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
園
芸
担
当
委
託
と
し
て
働
い

て
い
る
次
第
で
す
。

前
述
の
と
お
り
、
学
窓
を
出
て
四

十
有
余
年
が
過
ぎ
、
遂
に
老
人
の
伸

業
務
は
、
農
業
生
産
対
策
、
農
業
構

造
改
善
対
策
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
農

政
局
は
、
農
政
の
第
一
線
で
対
県
中

心
に
取
組
み
ま
し
た
が
、
行
政
に
は

補
助
金
と
い
う
札
束
が
あ
り
、
こ
れ

を
も
と
に
県
、
市
町
村
等
で
事
業
を

遂
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
役
時

代
大
い
に
努
力
し
た
に
も
拘
ら
ず
退

職
す
れ
ば
「
た
だ
の
人
」
に
な
る
と

聞
入
り
寸
前
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
気
持
は
未
だ
二
十
代
の

若
々
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
体
が
つ
い
て
い
か
な
い
の
か
実

能
ぞ
す
。

こ
こ
で
私
の
経
験
か
ら
感
じ
た
こ

と
を
若
干
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す。
第
一
に
、
農
政
局
に
行
向
以
来
の

い
う
こ
と
で
す
。
現
役
の
諸
兄
は
、

こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
本
当
に
心

の
通
っ
た
行
政
を
行
な
う
こ
と
及
び

真
の
友
人
を
作
る
こ
と
に
心
掛
け
、

老
後
の
糧
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

第
二
に
、
農
水
省
を
退
職
し
て
十

五
年
余
り
経
過
し
て
若
干
現
状
と
の

ズ
レ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
官
僚

の
中
核
は
あ
く
ま
で
法
学
出
の
事
務

官
で
あ
り
、
技
官
は
や
は
り
技
官
で

あ
り
、
行
政
の
中
軸
に
は
な
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
、
各
位
の

子
か
孫
が
公
務
員
を
志
望
す
る
な
ら

ば
事
務
官
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

第
三
に
、
わ
が
国
の
高
令
化
問
題

が
大
き
く
マ
ス
コ
ミ
で
取
上
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
老
後
の
人
生
を
楽

し
く
過
ご
す
に
は
、
趣
味
を
も
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
趣
味
に
取
組

む
に
は
0
0
才
か
ら
と
い
う
の
は
手
遅

れ
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
5
0
才
位
か

ら
始
め
る
こ
と
で
す
。
即
ち
、
絵
、

書
、
俳
句
、
写
真
、
園
芸
等
々
あ
り
、

こ
れ
ら
は
決
し
て
一
年
や
二
年
で
は

完
成
で
き
な
い
も
の
で
す
か
ら
な
る

べ
く
早
く
得
意
な
も
の
を
み
つ
け
て

老
後
の
「
生
活
の
ゆ
と
り
」
と
し
て

お
け
ば
、
す
ぼ
ら
し
い
人
生
を
送
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
年
を
取
れ
ば
自
分
の
体

は
自
分
で
大
切
に
し
、
暴
飲
、
暴
食

を
慎
み
健
康
に
十
分
豊
息
す
べ
き
で

し
ょ
う
。
最
近
の
テ
レ
ビ
で
「
寝
た

き
り
老
人
」
「
痴
呆
症
老
人
」
の
こ

と
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
日

は
吾
が
身
と
な
る
か
も
判
り
ま
せ
ん

の
で
各
位
の
御
自
愛
の
程
を
願
い
つ

つ
終
り
ま
す
。

昨
年
度
発
足
し
た
博
士
課
程
（
正

確
に
は
博
士
後
期
課
程
）
も
2
年
目

を
迎
え
、
順
調
に
発
展
し
て
お
り
ま

す
。
農
芸
化
学
が
関
連
す
る
分
野
（
生

物
機
能
応
用
科
学
専
攻
）
の
学
生
数

は
、
1
年
次
が
7
名
、
2
年
次
が
8

名
で
す
。
平
成
5
年
度
入
試
も
、
先

日
第
1
次
の
試
験
が
終
り
、
6
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
試
験
合
格
者
の
内

訳
は
一
般
選
抜
3
名
、
外
国
人
特
別

選
抜
3
名
で
す
。
外
国
人
は
中
国
、

タ
イ
、
ガ
ー
ナ
各
1
名
ず
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
第
2
次
の
入
試
も
来
年

2
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
入

学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
な
る
べ
く
早

く
最
寄
り
の
教
官
ま
で
ご
連
絡
下
さ

ヽ
　
○

農
芸
化
学
の
関
連
す
る
、
生
物
機

能
応
用
科
学
専
攻
に
は
、
生
物
機
能

開
発
学
と
素
材
機
能
利
用
学
の
2
つ

の
講
座
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

生
物
機
能
開
発
学
講
座
に
は
、
生
理

活
性
機
構
学
、
生
理
機
能
解
析
学
、

微
生
物
機
能
応
用
学
が
、
素
材
機
能

利
用
学
講
座
に
は
、
高
分
子
機
能
応

用
学
、
植
物
素
材
修
飾
学
、
素
材
解

析
利
用
学
の
、
そ
れ
ぞ
れ
3
研
究
分

野
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
研
究
分
野
も
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
名
称
で
す

の
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
教
官
に
お
尋
ね
頂
く
の
が
一
番
か

と
思
い
ま
す
。
社
会
人
特
別
選
抜
枠

も
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
活

用
下
さ
い
。
　
　
（
高
橋
　
記
）
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予
想
外
の
参
加
者
で

大
い
に
賑
わ
う

専
1
　
ク
ラ
ス
会

本
年
、
3
月
1
3
日
⑤
～
1
4
日
①
、

三
重
県
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ヘ
ル

シ
ー
パ
ル
ー
湯
の
山
」
で
、
久
し
ぶ

り
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

卒
業
し
た
者
は
4
2
名
、
す
で
に
物
故

者
五
名
、
現
存
者
3
7
名
（
う
ち
2
名

所
在
不
明
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
日
、
3
5
名
車
2
1
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
皆
元
気
で
和
気
諾
々
の
一

刻
を
過
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
何

事
に
も
ま
さ
る
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

卒
業
以
来
、
初
め
て
参
加
す
る
者

も
あ
り
ま
し
た
が
、
四
十
有
余
年
の

星
霜
を
す
ぐ
に
乗
り
越
え
、
お
互
い

何
の
遠
慮
も
な
く
若
き
日
の
姿
に
戻

っ
て
、
懇
親
の
雰
囲
気
に
ひ
た
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
人
間
関

係
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
で
あ

り
、
同
窓
ク
ラ
ス
会
の
も
つ
親
密
さ

と
信
頼
関
係
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し

た。
当
初
、
こ
の
会
合
を
計
画
し
た
幹

事
は
、
時
期
的
に
み
て
参
加
者
は
、

精
々
1
5
名
前
後
と
予
定
し
、
そ
の
つ

も
り
で
会
場
を
予
約
し
て
い
ま
し
た

が
、
締
め
切
っ
て
み
る
と
2
1
名
の
参

加
と
な
り
、
大
い
に
慌
て
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
宿
泊
を
伴
う
だ
け
に
部

屋
の
確
保
が
難
し
く
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
幹
事
だ
け
は
宴
会
大
広
間
で

宿
泊
を
す
る
つ
も
り
で
し
た
。
さ
い

わ
い
、
当
日
の
二
日
前
に
予
約
の
キ

ャ
ン
セ
ル
が
あ
り
、
事
な
き
を
得
ま

した。参
加
の
大
半
の
諸
兄
は
す
で
に
一

線
を
退
い
て
お
り
ま
す
。
現
職
時
代

は
何
か
と
毀
誉
誉
姥
へ
の
対
応
で
過

ご
し
ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、

何
が
自
分
を
支
え
る
価
値
で
あ
る

か
、
生
き
甲
斐
と
は
何
か
も
含
め
、

今
後
の
人
生
を
最
確
認
す
る
機
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。

来
年
の
ク
ラ
ス
会
は
、
関
西
地
区

で
開
催
の
予
定
で
す
。
元
気
に
再
会

で
き
る
日
を
楽
し
み
解
散
を
い
た
し

ま
し
た
。
　
　
（
文
責
　
若
林
一

三
翠
化
学
の
総
会
が
榊
原
温
泉
で

開
催
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
1
2
回
生

の
東
海
・
関
西
支
部
在
籍
者
を
中
心

に
声
を
掛
け
集
合
し
て
も
ら
っ
た
。

我
々
が
社
会
人
に
な
っ
た
昭
和
3
0

年
代
後
半
は
、
東
海
道
新
幹
線
の
開

通
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

な
ど
高
度
成
長
を
謳
歌
し
始
め
た
時

期
。
従
っ
て
、
就
職
も
公
務
員
よ
り

企
業
一
特
に
製
造
業
）
　
へ
多
く
輩
出

し
た
二昭

和
1
0
年
代
生
ま
れ
は
、
敗
戦
直

後
に
小
学
校
へ
入
学
し
、
物
不
足
の

中
だ
が
、
自
由
と
平
等
、
民
主
主
義

が
日
本
で
築
か
れ
つ
つ
あ
る
中
、
自

分
な
、
－
弓
の
価
値
悪
を
自
分
の
手
で
築

い
た
だ
言
に
強
い
一
）
難
局
に
打
た
れ

強
い
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
が
あ
る
。

二
到
歳
を
過
ぎ
て
会
社
の
中
核
を

担
う
ー
ポ
ス
ト
に
就
き
、
社
内
は
も
と

よ
、
、
り
友
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

ま
す
っ
責
務
を
全
う
し
た
い
と
い
う

気
苧
っ
が
働
い
て
い
る
。
役
職
と
責

任
が
重
く
な
っ
た
分
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
も
強
い
」
と
社
長
業
の
一
人
は
意

欲
を
見
せ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
集
ま
っ
た
者
の
立
場
は

違
っ
て
も
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
さ
は
変
ら

ず
、
二
次
会
に
は
地
元
の
若
い
ホ
ス

テ
ス
さ
ん
を
呼
ん
で
夜
遅
く
ま
で
飲

み
交
わ
し
た
。
同
窓
会
は
う
る
お
い

を
与
え
る
憩
い
の
ひ
と
と
き
と
な

る
。
歳
を
と
ら
れ
て
も
お
元
気
な
恩

師
の
方
々
と
、
共
に
語
り
合
い
、
喜

こ
び
合
え
る
の
は
ま
こ
と
に
幸
を
こ

と
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
動
物
行
動
学

に
言
う
生
殖
活
動
で
自
分
の
遺
伝
子

を
残
す
こ
と
を
め
で
た
く
終
え
て
い

る
。
第
二
の
人
生
設
計
に
か
か
っ
て

い
る
者
も
あ
る
。

我
々
が
進
む
製
造
業
の
道
は
、
収

益
力
の
低
下
、
環
境
問
題
、
貿
易
摩

擦
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
長
期
的
、
国
際
的
視

野
で
じ
っ
く
り
世
界
を
眺
め
て
い
か

な
い
と
答
は
出
な
い
。

願
わ
く
ば
、
生
物
資
源
学
部
に
男

子
学
生
が
増
え
、
広
い
視
野
で
自
分

の
理
想
を
製
造
業
で
具
現
化
し
て
い

く
よ
う
な
後
輩
を
望
み
た
い
。
こ
の

事
は
男
女
差
別
で
は
な
く
、
男
女
は

そ
れ
ぞ
れ
の
適
正
に
合
っ
た
棲
み
分

け
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
想
の
世

界
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

ある。皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
り

ま
す
。
　
　
　
　
（
今
西
康
隆
）

引
用
資
料

「
毎
日
新
聞
」

「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」

伊
勢
路
で

旧
交
を
暖
め
る

大
9
　
ク
ラ
ス
会

大
会
社
の
重
役
も
居
れ
ば
5
0
歳
を

越
え
て
か
ら
不
動
産
鑑
定
士
試
験
に

合
格
し
ト
ラ
バ
ー
ユ
し
た
の
も
い

る
。
又
1
1
0
0
0
0
の
バ
イ
ク
で
新

幹
線
並
の
2
2
0
k
m
／
h
で
す
っ
飛
ば
し

て
い
る
中
年
暴
走
族
も
居
る
。
社
会

的
地
位
も
趣
味
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

が
、
ク
ラ
ス
会
と
成
れ
ば
又
別
な
の

か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
に
成
る

と
幹
事
予
定
者
宅
に
年
賀
状
で
牽
制

球
が
送
ら
れ
て
く
る
。
学
生
の
時
に

こ
う
よ
り
を
発
刊
し
た
ク
ラ
ス
で
こ

の
年
ま
で
学
生
気
分
が
ぬ
け
き
っ
て

居
な
い
の
か
、
ク
ラ
ス
会
と
も
成
れ

ば
四
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
が
皆
出

席
者
も
多
く
常
時
2
0
名
前
後
の
出
席

が
あ
る
の
が
我
が
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

今
回
の
ク
ラ
ス
会
は
伊
勢
路
で
開

催
す
る
こ
と
、
幹
事
は
平
田
（
満
）

と
し
、
三
重
県
在
住
者
が
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
事
が
4
年
前
の

京
都
開
催
時
に
決
定
し
て
い
た
の

で
、
年
賀
状
を
受
け
取
っ
た
ら
す
ぐ

に
準
備
を
開
始
し
た
。
開
催
は
4
月

2
5
日
2
6
日
と
し
、
場
所
は
静
か
で
交

通
の
便
が
良
く
て
比
較
的
料
理
も
良

い
三
重
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
を

確
保
し
、
地
元
で
も
あ
る
こ
と
か
ら

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
開
催
す
る
こ
と
に

し
、
コ
ー
ス
も
同
窓
の
先
輩
の
市
川

淳
様
の
ご
好
意
で
確
保
出
来
た
の

で
、
こ
れ
と
前
回
発
刊
し
た
近
況
集

も
変
動
の
多
い
年
代
で
あ
る
の
で
発

刊
す
る
こ
と
と
し
た
。

開
催
日
が
近
付
い
て
来
た
た
め
近

況
集
の
原
稿
の
督
促
を
開
始
し
は
じ

め
た
ら
山
崎
紀
男
君
の
ふ
報
に
接

し
、
日
本
海
側
で
あ
る
が
近
、
．
′
攻

束
と
木
下
両
君
が
弔
問
に
出
向
い
て

く
れ
る
事
に
岐
っ
た
が
、
ご
遺
族
か

ち
宗
教
上
の
（
エ
ホ
バ
の
証
人
）
理

由
か
ち
固
辞
さ
れ
沙
汰
止
み
と
成
っ

て
し
ま
っ
た
＝
最
初
出
席
予
定
を
し

て
い
た
者
も
会
議
や
ら
の
急
用
で
欠

席
の
電
話
が
入
り
、
参
加
人
員
も
結

局
1
6
名
と
成
っ
て
開
催
日
を
向
か
え

た。

開
催
前
日
ゴ
ル
フ
組
（
三
輪
・
平

田
（
忠
司
）
・
伊
藤
・
竹
尾
）
は
四

日
市
に
集
合
し
前
夜
祭
を
催
し
翌
2
5

日
伊
勢
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
8
時
4
7

分
ス
タ
ー
ト
午
後
ゲ
ー
ム
終
了
後
伊

勢
市
に
集
合
、
結
果
は
？
　
業
務
中

の
事
故
で
片
足
切
断
の
服
部
君
は
自

ら
車
を
運
転
し
て
会
社
命
令
の
研
修

会
を
や
り
謀
り
し
た
梅
本
君
と
来
て

く
れ
る
は
、
心
臓
病
を
抱
え
た
小
川

君
や
遠
く
は
埼
玉
か
ら
大
嶋
君
が
久

－
轟
り
に
顔
を
見
せ
る
は
、
ク
ラ
ス

会
初
出
席
の
森
島
君
が
来
る
は
で
た

ち
ま
ち
ヤ
ァ
ヤ
ァ
で
旧
交
を
暖
め
出

した。宴
会
は
6
時
よ
り
開
始
し
た
が
話

題
は
山
崎
君
の
こ
と
が
中
心
で
宴
会

の
時
間
が
ア
ッ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
。
今
回
の
ク
ラ
ス
会
で
決

定
し
た
こ
と
は
山
崎
君
の
事
は
ご
遺

族
の
意
志
を
尊
重
す
る
が
、
こ
れ
を

前
例
と
せ
ず
こ
れ
か
ら
は
何
等
か
の

弔
意
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
ク
ラ
ス

の
固
定
し
た
口
座
を
設
け
毎
年
一
定

の
金
額
を
集
め
て
プ
ー
ル
し
て
お

く
ニ
ス
こ
の
金
を
次
の
ク
ラ
ス
会
の

賀
田
に
充
て
る
。
次
の
幹
事
は
横
浜

、
二
神
奈
川
県
在
住
者
と
し
決
定
事
項

へ
‥
実
施
の
全
権
を
委
任
す
る
こ
と
に

享
り
ま
し
た
。
後
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
始

み
る
も
の
、
ス
ナ
ッ
ク
で
カ
ラ
オ
ケ

ー
一
そ
ぞ
ろ
は
で
夜
は
更
け
て
行
っ
た
。

豊
2
6
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
た
が
、

三
甲
の
た
め
内
宮
参
拝
を
諦
め
た
平

壬
忠
司
君
と
地
元
に
父
親
を
一
人
残

二
看
る
森
島
君
を
見
送
り
、
予
定

三
日
や
や
早
く
出
発
し
て
平
田
真
珠

三
上
研
究
所
に
立
ち
寄
り
、
洋
蘭
と

辛
苦
色
弓
飼
育
さ
れ
て
い
る
、
2
0
坪

三
宣
言
見
せ
て
貰
っ
て
、
同
級
生

三
三
二
三
フ
リ
ミ
ッ
ト
の
仕
事
場

三
三
二
、
内
宮
へ
参
拝
し
た
。

参
一
斉
≒
」
後
御
払
い
街
を
赤
福
本

ニ
ー
「
÷
寿
司
久
へ
出
向
き
最
近
吉

、
掌
三
㌢
り
主
演
の
映
画
ロ
ケ
が
こ
の

三
、
、
あ
っ
た
事
な
ど
を
話
題
に
ち
ょ

三
で
弓
の
ア
ル
コ
ー
ル
と
評
判
の
て

こ
ね
寿
司
付
き
平
ぜ
ん
で
昼
食
会
を

催
し
、
帰
り
が
け
に
ア
リ
バ
イ
用
の

手
土
産
を
買
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

以
上
　
今
井
　
報
亨

◎
た
す
ね
び
と
？
？
？
？
？

現
在
、
下
記
の
卒
業
生
の
現
住
所

が
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
同
窓
会
活

動
に
支
障
を
来
し
て
お
り
ま
す
。
ご

存
じ
の
方
は
、
ぜ
ひ
本
会
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
敬
称
略
）

専
1
‥
林
　
敏

専
2
‥
木
村
　
保

専
3
‥
竹
内
完
伍

大
1
‥
陶
山
祝
生
、
高
岡
正
美
、

中
島
和
夫

大
4
‥
高
野
嘉
郎

大
5
‥
小
磯
元
男

大
6
‥
大
杉
琢
治

大
9
‥
来
田
倫
夫

大
1
0
‥
岩
尾
敏
之
、
勝
　
尚
規
、

小
島
農
紀
、
後
久
　
勉
、

榊
原
孝
男
、
田
中
良
明
、

寺
部
真
行
、
村
瀬
鋳
造
、

横
関
　
優

大
Ⅱ
‥
河
村
　
明

大
1
2
‥
岡
部
俊
道

大
雪
川
村
　
敏
、
北
野
　
敬
、

山
本
邦
彦

大
1
4
‥
松
林
　
武
、
永
野
守
男

大
1
5
一
内
田
勝
啓

大
1
6
‥
浜
島
正
博
、
広
中
教
純
、

山
城
秀
生

大
1
7
‥
藤
井
靖
史
、
宮
崎
芳
博

大
1
8
‥
新
　
邦
彦

大
1
9
‥
内
田
博
規
、
大
館
明
敏
、

高
村
育
男
、
八
重
島
高
司
、

矢
野
章
二

大
2
1
‥
栗
山
洋
一
、
仲
村
常
雄
、

森
川
照
司
、
和
仁
外
雄

大
2
3
‥
飯
田
徹
也

大
2
4
‥
加
藤
伊
陽
子
、
平
口
智
過

大
2
5
‥
八
木
　
為

大
2
8
‥
笠
井
良
治
、

山
口
（
可
児
）
雅
子

大
2
9
‥
山
内
利
郎

大
0
0
‥
宮
島
龍
二
郎

大
3
1
‥
近
藤
博
巳

大
3
2
‥
今
井
浩
之

大
3
7
‥
上
村
真
澄
、
垂
谷
　
尚

以
上
5
4
名

報

佐
々
木
文
雄
氏
（
大
4
）
に
は
本

年
4
月
Ⅱ
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
バ
ス
ト

ス
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
後
渡
伯
、
養
鶏
を
営
み
、
在

伯
三
翠
同
窓
生
と
共
に
活
躍
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。


